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道路改良事業l~呉ごみ~~i！，~；1~；れζ｜
地域の振興と住民福祉の向上は、住民の身辺に直接関係する道路整備が必要・である。

近年、交通量の激増と車摘の重量化広．伴い、道路整備の必要が急激を加えつつある突情で

朝日町管内の主要幹線自動車道も、着々と、改良舗装工事が進められている。

4
月

1

B
か

ら

し
尿
汲
取
料
金
の

支
払
い
は
衛
生
券
で

し
ぼ
の
汲
取
り
は
、
今
ま
で
．
町
が
楽

者
に
汲
取
り
の
許
可
を
与
え
て
行
な
っ
て
こ
う
し
た
鼎
故
は
、
八
七
く
．小
川
以
に
み
れ

き
ま
し
た
が
、
前
日
刑
法
の
改
正
に
よ
り
、
ま
す
－u
・A
厳
に
訪
れ
る
事
岐
に
対
し
て
、

四
月

一
日
か
ら
は
、
。
町
が
業
者
に
香
川
仙
あ
な
た
の
鮒
え
は
万
全
で
す
か
。

す
る
h
q

と
と
に
な
り
、
ま
た
汲
取
り
の
料
同
民
年
会
で
は
、
不
必
の
事
故
に
よ
り

金
は
今
ま
で
の
よ
う
に
業
者
へ
の
直
接
税
去
を
矢
っ
た
母
子
世
帯
に
は
汀
問、

L
A
C

金
支
払
い
で
は
な
く
、
町
が
徴
収
す
る

ζ

O
円
以
上
の
年
金
．
炉
、
ケ
が
を
し
た
時
に

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
徴
収
方
法
と
し
は
（
程
度
に
よ
り
）
月
五
、

0
0
0
円
か

て
一
，
衛
生
券
」
（
放
取
券
）
を
発
行
し
ま
ら
、
六
、

O
つ
り
円
の
午
金
が
支
払
い
ざ

す
3

券
の
売
さ
ば
き
は
役
場
出
納
室
窓
口
れ
ま
す
。
（
も
ち
ろ
ん
的
才
に
な
れ
ば
老

で
行
な
い
ま
す
υ

九
日
年
金
が
で
ま
す
〉

な
お
、
各
地
区
と
と
の
売
さ
ば
き
所
も

し

か

し
、
こ
う
し
た
年
金
も
、
そ
れ
ま

後
臼
決
定
次
第
ご
案
内
し
玄
す
が
、
と
り
で
に
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
あ
た

あ
え
ず
役
場
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
．
同
民
年
金
の
保

＠
衛
生
券
は
一
八

e
（一

斗
）
で
一
枚
一
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
る
乙
と
は
、
山
伏
広

九
円
（
段
取
場
所
に
よ
る
加
節
料
合
ほ
し
で
く
る
臼
動
車
の
前
に
視
で
点
っ
て
い

あ

り

ま

せ

ん

）

る

よ

う

な

も

の

で

す

3

＠
業
者
に
は
、
必
ず
汲
取
り
相
当
最
の
術
耐
え
あ
れ
ば
う
れ
い
な
し
。

闘
民
年
金

金
券
で
支
払

っ
て
〈
だ
さ
い
。
（
一

八
の
保
険
料
は
、
毎
日
の
生
活
を
保
障
す
る

8
4
以
下
の
端
数
は
切
り
蛤
て
と
す
る
）
耐
え
で
す
。
も
う
一
度
、
あ
な
た
の
保
険

＠
汲
取
り
の
連
絡
は
、
今
ま
で
の
よ
う
に
料
の
納
め
忘
れ
は
な
い
か
た
し
か
め
て
く

直
接
業
者
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
0

・

た

き

い

。

（

民

生
課
）

＠
衛
生
券
は
、
前
も

っ
て
、
な
る
べ
く
余

－L
U
Fレい
1
3？
ド
i
ij
〈ト
．

分

に

買

い

求

め

を

一

町

内

小

・
中

学

校
一

＠
便
所
に
は
．
ピ
ン
、

ゾ
ウ
キ
ン

、

ビ

ニ

町

一一卒

業

式、

入
学
式
一

l
w等
の
異
物
は
入
れ
な
い
よ
う
に

M

－

（
民
生
課
）

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

変
通
戦
争
の
時
代
で
す
。
持
目
、
自
動

車
に
よ
る
痛
ま
し
い
事
散
を
き
か
危
い
同

は
あ
ザ
ま
せ
ん。

マ
卒
業
式

三
月
十
八
円

三
M
r
十
一

日

泊
中
・
小
川
中

南
保
小
・
五
臨
庄
小

彼
川
小

・崎明
小

大
家
庄
小

・
山
崎
小

泊
小
・
宮
崎
小

一月
ご
十
二
け

V
入
学
式

四

月

二

日

四

月

四

日

小
学
校
全
技

中
学
校
令
校，on

δ

’a
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総けつ起大会開催を決議

V 九～一各種団体、活発な意見交換

ひさ

守、圃，、..，，.、M，、，町
お
よ
び
議
会
当
問
は
、
か
ね
て
難
航

し
て
い
る
朝
日
発
電
計
画
問
題
に
つ
い
て

そ
の
状
況
報
告
に
あ
わ
せ
今
後
の
運
動
殴

一
閲
に
資
す
る
た
め
、
去
る
二
月
十
六
日
午

号
一
後

一
時
半
か
ら
中
央
公
民
館
大
会
議
室
で

引
一
各
種
団
体
長
約
六
十
名
を
招
き
「
朝
日
発

紘
一
電
開
発
促
進
一
懇
談
会
」
を
聞
い
た
。

＼
／
一
中
川
町
長
は
、
昨
年
四
月
関
電
が
県
に

日
叡
一
水
利
使
用
申
諸
問
を
行
な
っ
て
以
来
今
日
ま

問
問
一
で
の
経
過
の
概
要
会
説
明
し
、
今
後
は
町

伴
蹴
一
が
一
丸
と
な
っ
て
積
極
的
に
運
動
を
す
す

初
日
一
め
る
段
階
に
あ
り
一
層
の
協
力
を
望
む
む

凋
明
一
ね
の
あ
い
さ
つ
を
行
な
っ
た
。

そ
の
あ
と
議
長
団
に
金
井
町
議
会
議
長

小
沢
商
工
会
長
、
漉
場
区
長
会
長
の
三
氏

を
選
び
、
議
長
問
を
代
表
し
て
企
井
議
長

あ

が
あ
い
さ
っ
し
た
。

つ
い
で
酒
井
町
議
会
総
合
開
発
特
別
委

園
長
は
「
朝
日
町
筋
一
、
第
二
発
電
地
点

」
、

「
問
中
山
部
川
騎
状
地
製
図
」
、
「
合
口

ダ
ム
到
達
流
量
」
、
「
取
水
口
概
要
閣
」

決

議

朝
日
発
電
開
発
計
画
の
成
否
は
わ

が
朝
日
町
の
浮
沈
に
か
か
わ
る
重
大

事
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
黒
部
川
流

域
住
民
の
生
活
を
う
る
お
し
、
ひ
い

て
は
百
万
県
民
の
福
祉
に
つ
な
が
る

一
大
事
業
で
あ
る
c

乙
乙
に
わ
れ
わ
れ
の
総
力
を
結
集

し
、
一
丸
と
な
り
、
是
非
と
も
こ
れ

が
実
現
を
期
せ
ら
れ
る
よ
う
早
い
機

会
に
総
け
つ
起
大
会
を
開
催
す
べ
き

で
あ
る
。

右
決
議
す
る
の

昭
和
四
十
三
年
二
月
十
六
日

朝
日
発
電
開
発
促
進
懇
談
会

山 i~頃

「
地
下
水
の
補
給
量

と
排
水
最
」
、
「
黒

部
川
収
支
の
概
算
」

の
グ
ラ
フ
な
ど
に
よ

っ
て
発
電
計
固
に
つ

い
て
詳
し
く
説
明
し

た
。ひ
き
つ
づ
き
懇
談

会
に
は
い
り
、
活
発

な
意
見
交
換
や
質
疑

が
行
な
わ
れ
、
今
後

さ
ら
に
強
力
な
運
動

を
続
け
所
期
の
目
的

を
達
成
す
べ
き
で
あ

る
と
し
て
別
掲
の
と

お
り
決
議
し
て
午
後

四
附
十
五
分
閉
会
し

た。（
左
の
凸
版
の
太
線

部
分
が
計
画
水
路
）

Jt阿？＇A

？
『

u
n
x
u
a品
・

朝
日
発
電
計
画
関
連
記
事

昨
年
四
月
二
十
五
日
、
関
唱
が
館
山
県

に
水
利
使
用
申
請
を
だ
し
て
か
ら
蹴
否
刷

論
に
わ
か
れ
A
寸
臼
に
い
た
っ
て
い
る
。

そ
の
経
過
に
つ
い
て
は
、

「
あ
さ
ひ
」

な
ど
を
通
じ
て
町
民
各
位
に
お
知
ら
せ
し

て
き
て
い
る
が
、
こ
ん
ど
山
「
明
日
発
亀

開
発
促
進
懇
談
会
ー
一
、
「
朝
日
発
電
開
発

期
成
町
民
大
会
」
を
契
機
と
し
て
、
全
町

あ
げ
て
の
積
極
的
な
運
動
を
展
開
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

そ
乙
で
参
考
の
た
め
「
あ
さ
ひ
」
に
掲

載
さ
れ
た
朝
日
発
電
計
岡
関
連
記
事
を
つ

ぎ
の
と
お
り
附
記
し
た
。

第
四
四
号
J
第
四
五
号
（
間
三
凶
）
例
H

町
に
お
け
る
包
憐
水
力
と
そ
の
開
発
側

値
（
酒
井
総
合
開
発
特
別
委
員
長〕

第
六
六
号
（
昭
二
一
六
）
希
望
の

一
九
六

一

年
を
迎
え
町
民
九
位
に

一
段
の
御
協
力

を
望
む
（
酒
井
委
員
長
）

第
九
一
号

t
第
一

o＝
号
（
昭
三
八
J
一ニ

九
）
宝
庫
を
拓
き
財
源
争
韓
か
に
す
る

電
源
開
発
に
理
解
を
求
め
て
（
酒
井
委

員
長
）

第
一
一
一
号
（
昭
三
九
）
関
州
活
力
の
発

電
計
制
に
必
盟
な
諸
調
斑
冗
入
り
に
対

す
る
刷
出
町
民
符
仰
の
協
力
方
依
舶
に

つ
い
て
（
酒
介
委
員
長
）

第
一
一
三
号
（
問
問
（～
）
明
日
町
総
合
附

発
計
副
に
関
す
る
答
申
書
（
総
合
開
発

特
別
委
員
会
」

第
一
回
二
号
J
第
一
五

O
号
（
附
凶
二
J

四
三
）
関
電
朝
日
第
一
、
第
二
発
電
所

実
施
計
画
発
表
と
そ
の
後
の
問
題
点
（

服
談
会

・
中
川
町
eh
氏
、
加
藤
助
役
、
一
伯

作
斤
委
員
長
、
小
沢
一
商
工
会
長
、
大
背
中

火
公
民
鰐
長
、
愛
場
区
長
会
長
、
水
野

連
合
婦
人
会
長
、
稲
村
、
岡
本
連
合
青

年
間
．
正
副
同
長
、
探
松
商
工
会
開
会
長

）
（
座
談
会
は
紙
面
の
都
合
で
休
戦
）
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朝

日

発

電

計

画

促

進

の

町

民

大

会

挙
町
一
致
し
て
朝
日
発
電
計
画
の
実
現

を
促
進
し
よ
う
と
、
朝
日
町
区
長
会
、
朝

日
町
商
工
会
、
朝
日
地
区
農
協
連
絡
協
議

会
、
朝
日
町
内
漁
業
協
同
組
合
の
各
代
表

の
き
も
い
り
で
、
去
る
二
月
二
十
八
日
午

後
一
時
半
か
ら
泊
小
学
校
講
堂
で
、
約
一

千
ニ
百
名
の
町
民
が
集
ま
っ
て
「
朝
日
発

電
開
発
期
成
町
民
大
会
」
が
聞
か
れ
、
目

的
完
遂
の
決
意
を
新
た
に
し
た
。

大
会
は
、
翌
場
久
太
郎
（
朝
日
町
区
長

会
長
）
、
米
田
古
二
（
泊
地
区
股
協
連
絡

協
議
会
長
）
、
小
沢
市
（
朝
日
町
商
工
会

長
）
の
コ
一
民
の
司
会
で
行
な
わ
れ
た
。

愛
場
氏
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

決

議

朝
日
発
電
開
発
計
画
は
、
国
家
的
要
請
に
こ
た
え
る
と
と
も
に
、
県
勢
発
展

に
資
す
る
の
み
な
ら
ず
、
間
早
川
部
川
流
域
住
民
の
将
来
に
と
っ
て
も
た
ら
す
好
影

響
は
、
ま
こ
と
に
大
な
る
も
の
が
あ
る
。

し
か
も
、
各
種
の
学
術
調
査
お
よ
び
関
電
当
局
の
長
年
に
む
た
る
基
随
資
料

に
て
ら
し
て
、
何
等
基
本
的
弊
害
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ひ
と
り
朝
日
町
民
の
み
な
ら
ず
、
隣
接
市
町
、
ひ
い

て
は
県
民
各
位
の
理
解
そ
も
あ
わ
せ
、
是
非
と
も
こ
れ
を
促
進
す
べ
き
で
あ
る

と
信
ず
る
。

と
こ
に
町
民
の
総
刀
を
結
集
し
、
一
丸
と
な
っ
て
こ
れ
が
早
期
実
現
に
ま
い

進
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

右
決
議
す
る
。

‘
府
和
四
十
三
年
二
月
二
十
八
日
朝
日
克
電
開
発
期
成
町
民
大
会

金
井
町
議
会
議
長
は
今
後
の
運
動
の
す
す

め
方
仁
つ
い
て
所
信
を
表
明
、
中
川
町
長

は
い
ま
ま
で
の
運
動
経
過
の
大
喪
に
つ
い

て
報
告
し
た。

つ
い
で
酒
井
町
議
会
総
合
開
発
特
別
委

員
長
は
関
電
朝
日
第
一
、
第
二
発
電
所
建

設
計
闘
に
つ
い
て
の
概
要
と
経
過
を
一
民

間
、
グ
FY

フ
に
よ

っ
て
説
明
し
た
。

つ
づ
い
て
選
見
発
表
に
う
つ
り
、
つ
ぎ

の
十

一
氏
（
う
ち
沢
町
行

一
氏
は
文
欝
発

表
）
は
恩
上
か
内
発
電
計
画
努
現
促
進
の

強
力
な
運
動
展
開
を
訴
え
た
む

意
見
発
表
者

（
発
言
．
順
）

国

伸

幸

〈

五
ケ
庄
）

弓

h
A
ト
太
郎
（
大
家
庄
）

折

磐

（

笹

川

）

積

三

郎

〈

泊

y

水

み

な

（

境

）

忠

一

樹
〈
宮

附）

岡

輝

夫

〈

泊

〉

沢

行

一
（
大
家
庄
）

平

知

勝

〈

泊

）

大

地

男

（

泊

）

真

良

作

（

山

崎

〉（敬
称
略
〉

部村崎田＊谷鳥越谷野中

つ
ぎ
に
鹿
熊
県
議
会
議
鼠
は
状
況
報
告

に
あ
わ
せ
て
激
励
を
行
な
い
、
祝
電
披
縄
問

を
終
っ
た
あ
と
、
中
川
町
長
は
、
熱
町

一

致
団
結
し
て
計
闘
の
早
期
実
現
の
た
め
に

総
力
を
結
集
し
て
す
す
み
た
い
と
の
決
意

を
表
明
、
別
掲
の
大
会
決
識
を
行
な

っ
て

午
後
四
時
す
ぎ
盛
会
の
う
ち
に
大
会
を
終

っ
た
。な
お
、
大
会
後
さ
っ
そ
く
関
係
機
関
へ

早
期
実
現
方
を
陳
情
す
る
と
と
も
に
、
さ

ら
に
よ
り
強
力
な
運
動
を
推
進
す
る
こ
と

に
な
っ
・た
3



X
線
テ
レ
ビ

（透
視
）
に
よ
る

－〈可

号人
員~

最

新

鋭

診

断

機

泊病院

間利 43年 3月10日
月干IJ（毎月10日発行）ひさあ

泊
病
院
で
は
、
ガ
ン
の
早
期
発
見
な
ど

の
治
療
の
た
め
、
新
鋭
医
療
機
械
X
線
テ

レ
ピ
装
龍
（
写
真
）
を
備
え
、
三
月
一
日

よ
り
診
断
を
開
始
し
ま
し
た
。
と
の
装
置

は
、
全
国
で
も
数
少
な
い
も
の
で
、
眼
下

で
も
ニ
カ
所
の
大
病
院
に
し
か
使
用
し
て

い
な
い
も
の
で
、
阪
附
の
診
断
の
融
実
、

か
っ
、
能
率
化
を
計
る
と
共
に
、
地
域
住

民
の
主
要
医
療
機
関
と
し
て
、
他
康
管
理

の
拡
充
を
目
指
し
た
施
設
で
す
が
。
透
視
は

も
と
よ
り
、
蝿
影
全
般
に
も
広
く
利
用
さ

れ
る
が
、
と
く
に
消
佑
器
疾
風
（
間
早
期
胃

州
、
胃
潰
筋
、
胃
ポ
リ
1
プ
〉
等
に
大
き

く
役
立
つ
も
の
で
す
。
従
来
の
暗
室
で
行

な
っ
て
い
た
透
硯
を
、
明
る
い
室
で
、
し

か
も
X
線
被
ぱ
く
の
少
な
い
撮
影
条
件
で

自
分
の
患
部
が
テ
V
ピ
に
影
燥
で
き
る
も

の
で
、
出
晶
表
の
不
安
山
間
も
な
く
、
納
得
の

（貯蓄鎚梯~）第151 号

断

開

始

い
く
診
断
が
で
き
ま
す
。
透
胤
像
は
、
述

陪
操
作
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ル

で
、
別
室
で
数
人
の
医
師
が
同
時
に
観
察

診
断
で
き
る
、
診
察
の
確
実
化
は
も
ち
ろ

ん
、
患
者
自
身
、
自
分
の
透
描
像
を
み
る

C
 
こ
と
も
司
能
で
、
医
師
と
患
者
の
問
で
納

得
の
い
く
珍
断
の
説
明
を
受
け
る
と
と
が

で

き

ま

す

。

〈

伯

病

院

〉

町
県
民
税
、
事
業
税
、
所
得
税
の
申
告

は
三
月
＋
五
日
玄
で
で
す（税

務
課
）

朝日町消防吏員採用試験公告

薙中朝日町長

昭和43隼3月1日

閉
山
県
に
お
け
る
火
災
の
発

生
件
数
は
毎
年
地
加
の
傾
向
に

あ
り
、
昨
年
度
（
月
J
十
二

円
〉
に
お
け
る
実
胆
は
、
発
作
ぃ

件
数
が
五
一一

O
件
で
、
こ
れ
に

伴
う
死
傷
者
の
数
は
一

ハリ
凹

名
と
、
↑
人
耐
に
附
加
し
て
い
ま

す
。朝
日
町
で
も
、
こ
と
し
に
入

っ
て
、
早
く
も
四
件
の
発
ル
？”を

み
て
お
り
ま
す
。

ζ

れ
か
ら
、

必
階
特
釘
の
フ
ェ

ー
ン
現
象
な
ど
の
、
肢

も
山
火
本
が
高
く
、
大
火
に
な
り
や
す
い

昨
季
に
な
り
ま
す
の
で
、
佐
川
水
低
で
は
、

特
に
次
の
事
前
に
い
同
を
つ
け
て
く
，
た
さ

、・り

－
u
v
 l
ね
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い

2
老
人
や
子
ど
も
は一

一附
に
ね
か
さ
な
い

3
外
川
や
－
M
る
時
も
う
一
位
火
一川
の
山
、検

斗
ア
ロー
ド・
ノ
ガ
ス
、．
h
州
路
川
（な
ど
の
円

｜春の火災予防運動

3. 

4. 

5. 

6. 

一
九

市

－

M
山
地
方
法
務
局
朝
日
出
強
所
（
殻
記

所
）
は
、

こ
の
ほ
ど
、
平
柳
五
九
一
番
の

「
春

の

火

災

予

防

県

民

運

動

』

一
（
入
古
構
築
宮
朝
日
町
警
察
官
派
出
所

附
〉
へ
移
ぶ
し
ま
し
た
の
で
ご
案
内
し
・14

則

問

問

月

一
円
l
四
月
七
日

査
祭
期
間
中
に
消
防
署
、
間
口
口
に
よ
る
す
。

各
戸
査
察
あ
」
行
な
う

サ
イ
レ
ン
朝
じ
持
夜
九
時
の
二
同

（
は
は
秒
嶋
6
秒
休
三
凶
）

（
消
防
署
）

四
十
三
年
度
畜
犬
登
録
及
び

第

一
回
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程

点
検

5
中
」で
破
損
し
た
慨
突
な
ど
は、

則
し
て
く
に
さ
い
。

β
火
事
を
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ

一

へ

同
小
く
修

移

日
転

ぷ
日
時
務
課
）

1お1
：：ねJ

Jが：

川
前
門
作
口
山
念
に
、
明
治
時
代
の
り

山
が
ほ
し
い
の
で
、
川
治
時
代
を
し
の

－M
迎
wm川
ぶ

こ

と

の

で

き
る
ど
ん
な
写
口
で
も
、

宮
崎
公
民
間

－
持

っ
て
お
ら
れ
る
方
か
あ
り
ま
し
た
・
り

南
保
農
協
前

一
教
育
委
員
会
へ
ど
連
絡
く
だ
さ
い
。

一

大
家
圧
農
協

一

（
あ
さ
ひ
編
集
委
員
会
）

一
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寸

H
u

u

・2
U

ィ
、
立
録
料
一
ニ
γu川

リ
、
注
射
料

二
円
円

ハ
、
注
射
済
交
付
手
数
料
ぃ
ハ
十
円

．
附
雨
に
か
か
わ
ら
ず
実
施
し
ま
す

－
犬
に
な
れ
た
人
が
つ
れ
て
き
て
く
だ
さ

い

（
民
生
諜〉

三
月
の
人
権
身
上
相
談

山
崎
連
絡
所

野
中
梅
津
魚
同

明
日
町
役
場

r1 

II与

試験

乙の試験は、朝日lfffの梢防楽務に従aがする泊。Vi定員の
採用候補者を定めるために行なう。

2.受験資駒

μ） 悶和43年 3 月ぷ日現｛I：で満125才未満の~子
（ロ）学校教育法による高等学校不業の学障を有する者及

び間和43年3月本業見込の者
議験円及び訴験場所

3月21日午前911存
白山市丸の内出山iIi ti~llJi本日II
（県下の外市町村は、県に委.1（して合同試験を行なう）
誠験科目

部 1次試験は、同店、社会、数学、作文の4手：間
部2次試験は、身体険在及び口述試験
J采用予定人民
若干ア1
::1付・期間！
l昭和43年3FJ1011から3):]18日まで
受験願主？の交付、受イ｜ i：~J日附

場

三
月
十
八
日
（
月
）

午
後
一
時
J
一
二
時

所

職

工

会

館

（
朝
日
町
人
佐
擁
滞
在
日
会
）

オゴ

び

わ

本
比
一

一月
日
J

（第
一
五

O
ロ
ヅ
）
八
口
の

。
刑
仰
向
だ
よ
り
ク
に
次
の
間
進
い
が
あ

り
ま
し
た
の
で
訂
正
い
た
し
お
わ
び
申
し

あ
げ
ま
す
a

;1~ 

と ー
め内
るい
の到＼•
を便・
「 貯・
'1li 金－
L、 lこ
郵・千i
使・ 京~
年・な
金・特
に別
有情
利 l置
な 1_

特
別
机
間
」
に

（
小
の
文
市
の
筒
所
も
郵

目
他
年
合
と
な
り
ま
す
。
）



免
許
取
得
・
更
新
時
の

診
断
書
は
い
り
ま
せ
ん

昨
年
四
月
か
ら
、
新
し
く
運
転
免
許
を

と
ら
れ
る
万
、
免
叶
け
の
更
新
検
査
を
受
け

ら
れ
る
刀
に
必
要
で
あ
っ
た
医
師
の
診
断

乃
（
精
神
病
者
、
九
種
中
毒
者
で
な
い
と

い
う
）
は
、
昭
和
四
十
三
年
三
月

一
日
か

ら
い
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
c

（
問
日
町
欝
務
宵
派
出
所
）

郵
便
局
だ
よ
り

郵
便
番
号
を
採
用

。
郵
政
省
で
は
、
四
十
三
年
七
月

一
日
か

ら
郵
便
番
号
ぞ
採
用
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

。
郵
便
番
号
と
は
、
郵
便
局
の
配
達
受
持

ち
広
域
ご
と
に
つ
け
ら
れ
た
一
連
の
得

号
で
す
。

。
郵
悦
孫
号
は
、
郵
便
事
業
を
近
代
化
し

師
年
激
増
す
る
大
置
の
郵
便
物
を
能
率

的
に
処
理
し
、
現
代
の
発
展
し
た
社
会

に
ふ
さ
わ
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
に
実
施
す
る
な
の
で
す
。

。
あ
て
先
の
郵
便
器
号
を
書
い
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
り
、
郵
便
物
の
区
分
け
作

業
等
の
能
率
が
あ
が
り
、
郵
便
物
の
区

分
け
を
機
械
で
行
な
う
ζ

と
も
で
き
、

郵
便
の
ス
ピ
ー
ド
ア
y

プ
が
は
か
ら
れ

ま
す
。

。
郵
政
省
で
は
、
近
く
郵
便
番
号
簿
を

さ
し
あ
げ
る
な
ど
、
そ
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

郵
便
番
号
に
つ
い
て
は
、
今
後
い
ろ
い

ろ
と
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
理

解
の
う
え
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1
1
03
“J
J》
｝
pp〉
》
｝
‘
、
叫

A

M
加
簡
と
無
税
は
郵
貯
の
ほ
乙
り

～

一
一

日
で
一

ω

家

加

ぬ

崎

市

～

（
泊
郵
便
局
）

千
代
（
ぃ
府
保
）
①
長
井

一
葉
（
恢
川

）
④
W
「
附
栄
子
（
泊
三
区
）

中
学
校
関
子

①
広
出
慎

一
郎
（
五
箇
圧
）
①
士
口
問

誠
（
南
保
〕
①
田
中
韓
義
（
山
崎
）

＠
折
谷
学
（
笹
川
）
①
長
谷
宏
巧
（

南
保
）
①
山
本
明
（
ぃ
附
保
）

．
般
財
一
子
（
オ
ー
プ
ン
）

①
大
利
一
恒
勝
（
伯
二
日
除
）
①
勝
田
忠

郎

（
伊
川
）
①
間
以
出
師
附
刀
（
市
保）

①
江
削
旅

一
（
桐
保
）
①
谷
口
正
則

（
市
保
）

地
区
対
抗
成
縮

①
南
保
①
五
箇
庄
①
山
附
①
併
一川
①

大
家
汗
＠
泊
三
区

体

よ

協

だ

り

マ
第
十
二
田
町
民
ス
キ
l
大
会

（二
月
十
一
日
間
保
地
区
）

小
学
校
女
平

①
沢
田
淳
子
（
大
家
庁
内
）
①
大
森
失

利
子
（
ム
間
保
）
①
河
村
淳
子
（
五
筒

店
）
＠
山
本
正
夫
（
市
保
）
①
長
崎

千
恵
子
（
’
附
保
）
①
北
山
丸
子

（間

保）

小
学
校
則
子

①
内
田
克
弘
（
市
保
）
①
安
達
政
問

（
山
崎
）
①
小
谷
間
（
耐
似
）
＠
谷

田
東
百
（
間
保
）
①
小
坂
官
久
（
附

保
〉
＠
長
谷
修
（
間
保
〕

川
中
学
校
女
子

①
河
村
雅
子
（
五
箇
圧
）
①
勝
原
英

間和 43王手 3-:F.f10日
月刊（毎月108発行）
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阿

弥

陀

如

来

木

造

所
在
地

朝
日
町
泊
二
八

常

光

寺

桑

守

即

慧

ひ

体
長
＝
一
十
六
寝

作
者
不
詳

木
彫
一
木
造
り

室
町
時
代
作

マ
下
新
川
郡
民
体
育
大
会

第
一
回
ス
キ
l
競
技
大
会

（
二
月
十
八
日
宇
奈
月
町
）

中
学
男
子
の
部
（
一
部
）

①
広
回
慎
一
郎
（
泊
中
〉

中
学
関
子
の
部
（
二
部
）

①
出
中
親
義
（
小
川
山
中
）

般
女
子
の
部

①
品
端
同
子
（
泊

一
区
）
①
土
肥
輿

理
子
（
川
三
匹
）

青
年
の
部
（

一
部」

①
勝
出
忠
温
（
笹
川
）
①
水
野
正
史

（
山
崎
）
④
深
松
博
幸
（
笹
川
）
①

大
和
信
勝
（
泊
三
区
）

青
年
の
部
（
二
部）

＠
荒
尾
弘
（
泊
二
区
）

成
年
の
部
（

一
部）

①
広
川
良
昭
（
境
）
＠
中
島
久
万
男

（
泊
二
区
）
①
村
上
譲
（
泊
三
区
）

さ

団

長

に

岡

本

輝

夫

君

｜
｜
連
青
役
員
・
活
動
方
針
き
ま
る
｜
｜

こ
の
仏
像
は
、
全
身
全
箔
ぬ
り
で
あ
る

が
、
現
状
は
ほ
と
ん
ど
は
げ
て
、
す
す
で

斑
目
黒
に
な
っ
て
い
る
。

作
風
は
勝
原
風
で
、
衣
し
ゅ
う
は
そ
り

ひ
る
が
え

気
味
に
力
強
く
翻
っ
て
美
し
く
、
体
脂
も

肥
満
し
、
相
好
も
円
満
で
あ
る
が
、
彫
の

浅
さ
か
ら
室
町
風
が
忍
ば
れ
る
。

全
体
に
慈
愛
を
含
み
、
曜
か
み
を
感
じ

さ
せ
る
立
派
な
仏
像
で
あ
る
。

議長奪還みD

鍛
治
伝
義
（
大
家
正）

常
任
出
山市

マ
昭
和
四
十
一
一
一
年
度
役
員

あ

水
町
寄
代
子
〈
出
光
）

長

附
本
側
犬

（泊〉

！司

’r 

渡
辺
百
合
子
（
山
崎
〉

。
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副

団

長

小

川

茂

（
大
家
陀
）

山
（
的
）

1w-
・nn. 

事

稲
村

斉
（
山
崎
）

本
田

。，

水
野
辛
子

（
大
家
庄
）

マ
昭
和
四
十
＝
一
年
度
活
動
方
針

/.r 

、ー，／
日
可
8
認
・

〈
常
光
寺
住
居
歴
V

月
物
－
8
使
一
文
明
年
間
（
一
、
四
六
九

t
一
、
四
八
六

位
置
一
室
町
時
代
）
魚
崎
伸
松
倉
及
び
加
賀
の
松
任
。

胴
船
一
徳
川
初
期
（
三
五

O
J
二一一

O
年
前
）
殿

，，E
E

、、．
一
村
及
ぴ
和
倉
。

享
保
二
J
一
ニ
年
（
一
、
七

一、

抱
域
社
会
に
立
脚
し
た
活
動
を
族

事

務

局

長

野

口

界

（
山
崎
）

開
し
よ
う
c

勝
国

常
任
理
事

正

w: 
111 

二
、
仲
間
意
識
を
高
め
よ
う
。

森
野

稔
（
泊
）

＃ 

マ
第
七
回
町
民
篭
球
大
会

（
二
月
二
十
五
日
泊
中
学
校）

越
坂
邦
夫
（
泊
）

// 

吉
江
博
明
（
五
簡
庄
）

一
七
J
て
七
一
八
）
現
在
地
約
二
百
主

イF

①
泊
一

区
山
泊
三
区

（
朝
日
町
体
育
協
会
）

リj
てj三

（
朝
日
町
連
合
町
何
年
団
）

＼
1
ノ
－
R
こ
く
一
十
年
前
。

沢
田
一

征
（
南
保
）

（
教
育
委
員
会
）

。

，a
n
x
u「
O



る
で
し

ょ
う
か。

乙
れ
は
良
家
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
耕
作
反
則

一
町
の
万
で

は
、
そ
の
田
の
円
当
は
二
千
円
は
下
ら
な

い
で
し
ょ
う
。
股
業
の
裂
で
す
。
稲
作
の

裂
で
す
。
間
揃
え
し
て
か
ら
別
問
（
パ

カ

苗
）
で
は
閑
り
ま
す
。
バ
カ
苗
は
、
比
車

選
で
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
す
u

比
重
選
は
梗
で
は
水
十
八
d

（－

斗
）

に
硫
安
問
、
七
六
匂
入
れ
る
と
、
比
重
が

一
、

一
三
と
な
る
の
で
、
こ
の
水
で
比
重

選
を
し
て
く
．た
さ
い
。
も
ち
は
、
次

一
八

4
に
硫
安
二
、
じ
匂
で
、
比
毛
は

一
、
。

年
寄
り
歯
固
定
b
↑
世

R
d
z
i回

八
で
す
。

：
1
J
4
i
d－－
e

‘；

同

』

畑一
尚
下
旬
す
る
川
に
比
屯
選
を
し
て

長
か
っ
た
冬
、
雪
の
中
の
生
活
か
ら
待
創
り
利
川
抗
し
て
梢
む
し
て
く
だ
さ
い
J

包
の
谷
一
か
き
た
。
農
家
の
皆
さ
ん
、
冬
の
出
出
は
、
紘
一
刑
ル
ペ
リ
ン
の
川
中
山川
で
す

悶

乙
た
つ
め
中
で
、
立
派
に
計
凶
が
日
間
揺
が
終
っ
た
・
り
泣
細
で
す
。

て
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
の
計
倒

苦
の
人
は
氏
、
次
に
院
し
た
の
で
す
が
、

従
行
の
作
で
す
。削

U
町
稲
作
一前
回
は
、
指

時
代
が
注
わ

っ
て
い
ー
す
i
d

川
町
内
山ぃ一二

尋
に
当
た
る
人
連
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
年
の
稲
作
の
じ
売
の
凡
で
す
。
学
理
を
実

部
路
座
談
会
で
聞
か
れ
た
こ
と
で
し

z
地
に
小
か
す
一
い
と
で
す
G

－J
1
Mで
主
、

ぅ
。
新
聞
に
も
出
て
い
た
の
で
、
大
体
は
十
日
も
回
向
す
れ
ば
i

水
航
引
加
に
山
な

お
分
か
り
の
ζ

と
で
し
ょ
う
が
、
昭
和
四
り
ま
せ
ん
。

十
二
年
の
反
収
五
二
五
句
を
絶
対
確
保
し
劃
削
剖

毎
年
必
出
し
で
失
敗
し
て
お
り

更
に
は
、
九
%
位
の
増
収
は
、
計
闘
的
に
ー
ー
ー

は

樹

立

さ

れ

て

い

る

わ

け

で

す

。

ヘ
ー

l
f

稲
作
増
収
の
コ
ツ
は
、
良
い
耐
を
作
る
）

と
と
で
す
。
苗
作
り
は
今
で
す
。

苗
代
の
3

準
備
が
で
き
ま
し
た
か
。
商
代
叫
悼
式
に
よ

‘

っ
て
手
入
れ
の
考
え
方
が
輿
な
り
ま
す
。

で
き
得
れ
ば
則
自
代
繊
式
に
し
て
く
だ
さ

い
。
労
力
の
な
い
方
は
、
保
問
折
謹
白
代

で
も
結
構
で
す
。
資
材
の
準
備
は
阜
目
に

’ν古
4
1
レ
ょ
R

ノ。

画
捌
・
防
陣
畑
一
作
付
計
画
で
口叩
都
を
決
定

さ
れ
た
わ
け
で
す
か
ら
、

一
反
歩
当
り
の

準
備
す
べ
き
租
却
は
、

二
、
五
・
ゆ
と
少
し

余
分
に
し
て
く
だ
さ
い
。
比
重
選
す
る
と

不
思
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。寓
山
早
生
、

と
み
さ
か
え
の
本
田
は、

密
植
（
坪
七

O

昧
位
）
し
て
安
全
多
収
縮
作
を
替
え
て
く

だ
さ
い
。

比
重
選
の
目
的
を
、
農
家
の
皆
さ
ん
は

よ
く
認
識
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

出
量
選
す
る
日
の
日
当
は
ど
の
位
あ
た
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緑化に協力しましょ つ

荒れ果てた戦後の国土を緑化せんとするiヨ!1U1カ-im;:i
されて早くも19年目を迎え、 ことしも、例年のとおり
4月1Elから、全国民挙げての緑化迎!f(}Jがl毘0月されま
す。また、ことしは、明治 100年でもあり、同におい ~ 
ても緑化記念行事がいろいろと計！LUIされています3 ~ 
緑｛じの推進は、われわれ郷よの保全治官のため、 治 ~ 
山、治水に、また環境衛生上欠くことのできない事業 h
でもあり、年ノt、わが制口町も、 t：うさんの協力のもと ~ 
緑化されつつあるととは、ま乙とに：白ばしいことです J
この緑化週間に呼応し、次によりi'.Ei木即売会を開nr ~ 

しますので、せいぜいと利用くだされ、明治1 00'1でを.＼~ ~ 
念する愚昧において、IJ.1に、街に、家凶に 1人1-1~必 ~ 
ず閥紋しましょうc d己 I 

~ 1 日時 3月301ゴ（ ｜印刷） ； 
2. 場 1折 ！閉日町役場HiJ ~ ； 3 主 催ド新Jll地 ~~1H与

’:VJ 日町~化HU仕安u~ミ ， 
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苗木即売会案内

れ
る
万
が
あ
り
ま
す
。
大

ωな
こ
と
で
す

裂
は
経
営
者
自
ら
か
行
な
う
も
の
で
す
。

一
個
の
容
持
の
大
き
さ
は
、
五
旬
以
内

は
安
全
で
す
。
開
度
は
必

r’
怒
限
一
什
川
を
使

則
す
る
こ
と
で
す
。
揚
の
粗
皮
は
、
C
四

十
度
以
内
で
の
呼
出
し
が
安
全
む
す
G

坪

山
し
は
少
な
く
と
も
．
一日
は
か

’

ま
す

む
し
ろ
、

三
J
四
日
で
呼
出
し
し
ぐ
行
く

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
れ
。
裂
の
仕
事

は
慎
重
に
行
な
う
も
の
で
す
。
苗
代
面
積

は
充
分
あ
り
ま
す
か
。
本
山
で
符
躍
す
る

よ
り
苗
代
で
行
な
r

－h
九
万
が
能
率
的
で
す

F

人
で
は
心
制
い
万
か
あ
り
ま
し
た
ら
、

三
人
位
で
共
同
し
て
刷
ま
な
合
い
な
が
ら

裂
し
く
殴
業
に
附
み
ま
し
ょ
う
。

馬
鈴
薯
を
植
え
よ
う

食
生
活
も
穴
分
霊
わ
り
ま
し
て、

一
組

問
に
一
度
内
川
は
肉
食
を
し
て
お
ら
れ
る
か

ら
、
馬
鈴
堕
の
必
要
量
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
梢
え
れ
．1
、
一
郎
に
は
十
匂
位
は

去
に
取
れ
る
も

ω
で
す
。
国
付
け
は
三
月

．
一
十
日
前
後
で
、
附
．L八
が
二

H
位
続
い
た

あ
と
で
、
刑
に
Mmえ
て
く
だ
き
い
。
．

w
に
十
二
株
位
耐
え
て
く
だ
さ
い
。
槌
い
も

は
、
で
き

る
だ
け
太
き
い
も
の
で
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。
小
さ
い
も
の
は
組
子
に

は
不
向
き
で
す
。
大
ぎ
な
組
子
は
二
つ
J

三
つ
に
切
っ
て

一
つ
の
大
き
さ
が
．ニ

0
0

9
悦
の
大
き
さ
に
阻
え
る
。
切
口
は
陥
に

し
て
揃
え
ま
し
ょ
う
。

ハ
値
付
の
密
度
V

う
ね
M
l
六
つ
桝

株

間

l
三

O制
問

坪
l
十
二
坪

ハ
績
え
か
た
V

植
え
つ
け
る
深
さ

i
Jハ
相

肥
料

l
．以
ud
N

一
回
、
川
匂

P
一
「）
匂

K
二一ハ
旬
、
内
元
肥
は
P
、

K
と
N
で
げ九

位
、
一
必
肥
は
穿
が
出
て
か
ら
施
し
℃
く
だ

さ
い
。
臼
分
で
作
っ
た
い
も
を
い
た
だ
く

の
も
、栄
長
が
あ
り
、
両
日
い
も
の
で
す
。

（人
兵
民
業
政
良
門
技
制
日
交
所
）

健

業

保
J

事生

月3
一
衛

14 
日

18 
l:J 

19 
日

27 
日

28 
日

’『
u
n
x
u
n
h
v

25 
IJ 

日

・
犯
1
日

・
∞

竹

ノ
内
公

民
館
（
越
、
小
史
、
竹
ノ
内
）

V
ツ
以
、
B
C
G接
租
（
6
才
米
側
〉

は

日

目

・
羽
l
同

－

m
限
設
七
ン

ク
1

（
尚
保
の
一
部
、
野
中）

山

u
日

・
犯
J
日

・
叩
盟
業
七
ン

タ
ー

判
定
日

3

1

3
・
m
U
J
5
・
旧

議

「
L

た
W
H

’Ee
l
－

－
l

「
し
・
1
・

内l
ld

4

4
も
苧

一

－

dF2
9』
n

B
C
G接
積

（築
、
泊）

℃
乳
幼
児
検
必

お
日
日
・

∞
f
u
－
∞

山

崎
一法
wm

所

（

山

崎
地
区
）

V
雌
制
検

s

n日
日

・
∞
J
巧

’

m
州
保
他
一
岬

（民
佐
川耐）

今
ま
で
．心什
種
検
診
、
川
低
利
に
は
例

人
通
知
を
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
四
月

か
ら
は
、
通
知
刀
に
か
え
て
、
。
保
健

ハ的作
一
だ
よ
り
ο

の
月
械
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

（
民
ル
仁
川
）

北

電

台、

り

；；じ
~ 竺
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